
えることが できる。 SB7150出 土 の上器 は, SK219様 式 (天平宝字末年頃 )

と SK2113様 式 (宝 亀末年頃 )の それぞれに共通す る要素 を もっているが ,

SK2113様 式に とつ近 い といえ る。 これか らみると, B期 の造営時期は天平

末年 を遡 らず,か そ らく,天平宝字年間にかかれ る可能性が高い。

C期 の年代 を示す資料 には, SD7175の 出土土器が ある。 SD7175の 上

器は SIE3 1 1様式 (天 長頃 )に 似た様相 を示 している。 C期の下限が平安時代

に降 る ことは間違 いない。

この ような年代観か ら,こ の地区の A期 の 多ちに既 に「 第二次内裏 」が成立

していた ことは疑 いな く,両者 はか な ♭早 い段階か ら併存 した ことが明 らか と

なった。 この地区 の性格 の究 明が鵞、がれ るわけ であるが,現在の時点 では,こ

の地区 を,「 中宮 」,「 中宮院 」, あるいは「 西宮 」とい った「 内裏 」と密接

な関係 にある場所 とす る蓋然性 の強 い ことを指摘す るに留 めたい。

第 73次 調査

第 73次発掘調査は,第 2次内裏築地回廊の東南部分とその南にある東楼跡

の上壇周辺について面積約 36α を行っている。内裏内部の調査はすでに第 3・

9・ 12次等で若干行ってかつ,内裏の正殿を始めとする建物群,築地回庫な

どを確認 している。調査は現在進行中であつ,報告では検出した遺構の概要を

記述するにとどめてかく。

検出 した遺構は,内裏地区で東面・南面築地回廊,礎石建物 1,門 2,掘立

柱建物 6以上,袖 ,古墳周涅の一部である。東楼跡周辺では,礎石建物 1,相 |

列 1な どを検出した。

築地国廊は,南面 。東面 ともすでに発掘 した部分の延長で,今回は隅の部分

を調査 した。回廊の保存状態は南側の部分が とくに良好で,築地積土本体 と寄

柱礎石;叩 きしめた回廊六面,側柱礎石抜取穴,凝灰岩切石の雨落溝,雨落溝

と側柱礎石 との間には袋灰岩切石の石敷が残 っていた。東面の築地回廊では入

隅か ら 11間 目のところに東の一の門が開いてか つ,門 の礎石抜取穴を築地中
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共通 うにニケ所確認 した。南面回廊では東寄 うに 7間 ×4間の礎石建物が築地

本体になたがって検出された。 この建物は,南側の柱列を南面築地の南側柱列

に合わせて,な た北側は築地回廊の雨落溝を建物分だけ張 り出させ,建物の雨

落ちとしている。 この建物は,築地寄柱 と柱位置の関係や,床面,雨落溝か ら

みて築地国廊と一連の造営によるものとみ られる。階下に築地を包み こんだ楼

閣風の建物 と推定される。建物の基壇なわつrcは褒灰岩の切石が部分的に残存

している。            
´

この建物か ら西側 2間 目の南面築地国廊に門を検出 した。かそ らく木簡など

に記された「 角門 」に当るもの と思われる。 なか,築地回廊東南隅の南側部分

は後世の水田造作にまって大 き〈削つ取 られている。

築地回廊の内側では掘立柱建物 6凍分を検出 した。先の楼閣風建物の北には

礎石建物 と南北の妻通 つを合わせた 7間 Xl間 の東西棟建物があつ,礎石建物

との間を階段でつないでいる。 この東西棟建物の北には 3間 × 2間 の東西棟を

はじめ柱間の狭い建物かある。 このほか築地回廊造営以前に築かれた東西方向

の机列があるが,回 廊内の東寄 りで南北の袖列 と接 しているようである。

なか発掘地域は,第 9次調査及ひ電探で確認 した神明野 古墳の墳丘及び東側

の周涅の部分に当ってお ),墳丘裾の部分で一部埴輪が遺存 していた。

東楼跡の調査は,旧 来か らの上壇を中心に行っている。土壇は大半が後世の

積上で,わずかに高さ 1糊 ほどの基壇が残るにす ぎない。 この基壇上には,礎

石位置が根石などか らほ ゞ確かめられたが,現在なでに基壇規模 ,建物の状態

については明確 でない。

この楼跡の西側には南北方向の棚列があり,先の内裏内方の東西方向和ヽ列 と

結ぶ ものである。

出土遺物では,鬼 瓦 (カ ット)を始め,瓦類・土器類がある。軒瓦 では ,

6225-6663型 式の瓦が顕著である。ほかに 6133-6732型 式 も多 ぐ,

衰た藤原宮式の瓦 も認め られる。  ―
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